
都
市
づ
く
り
に
向
け
た

都
市
づ
く
り
に
向
け
た

　
　
　
　
　

基
本
的
な
考
え
方

基
本
的
な
考
え
方

都
市
づ
く
り
に
向
け
た

都
市
づ
く
り
に
向
け
た

　
　
　
　
　

基
本
的
な
考
え
方

基
本
的
な
考
え
方

都
市
づ
く
り
に
向
け
た

　
　
　
　
　

基
本
的
な
考
え
方

　

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
、
共

通
し
た
都
市
の
将
来
像
を
描
き
な

が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
お
互

い
を
補
い
、
協
力
し
な
が
ら
下
田

の
ま
ち
を
作
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
目
指
す
都
市
の
将
来
の

姿
（
土
地
利
用
方
針
）
に
つ
い
て

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

下
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
概
要
版
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

建
設
課
都
市
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
９
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え
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に

即
し
、『
市
民
一
人
ひ
と
り
が
誇
り

を
持
て
る
都
市
づ
く
り
』
を
都
市

づ
く
り
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

　

都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念
、
テ

ー
マ
を
踏
ま
え
、
都
市
の
基
本
構

成
に
基
づ
き
、
都
市
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
の
基
本
目
標
を
次
の
よ

う
に
定
め
ま
し
た
。

　

地
域
に
魅
力
を
感
じ
た
と
き
、

下
田
で
働
き
、
下
田
で
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
た
め
の
環
境
が
あ
り
、

休
日
は
人
生
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
環
境
が
あ
り
、
一
生
を
通
し

て
安
定
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な

土
地
利
用
を
作
り
ま
す
。

　

子
供
や
若
者
、
高
齢
者
な
ど
、

年
齢
、
性
別
や
国
籍
を
問
わ
ず
様

々
な
人
が
、
日
々
の
危
険
や
災
害

に
お
び
え
る
こ
と
な
く
、
心
身
と

も
に
安
全
だ
と
感
じ
、
快
適
で
暮

ら
し
た
く
な
る
、
暮
ら
し
続
け
た

い
と
思
う
環
境
を
創
出
し
ま
す
。

　

国
際
的
な
都
市
間
競
争
に
勝
ち

抜
く
た
め
に
も
、
各
地
域
の
特
色

あ
る
環
境
や
、
身
近
に
あ
る
大
自

然
、
壮
大
な
歴
史
・
文
化
が
感
じ

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が

誇
れ
る
、
世
界
中
か
ら
来
訪
者
が

訪
れ
る
ま
ち
を
創
出
し
ま
す
。

　

下
田
市
は
、
天
城
山
系
の
南
端

か
ら
太
平
洋
に
至
る
豊
か
な
自
然

や
歴
史
、
文
化
に
恵
ま
れ
た
都
市

で
す
。
こ
れ
ら
の
恵
み
を
受
け
、

活
か
し
な
が
ら
下
田
の
ま
ち
は
歩

ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
地
震
津
波
の

被
害
を
予
測
し
、
津
波
の
浸
水
被

害
区
域
を
想
定
し
た
「
静
岡
県
第

４
次
地
震
被
害
想
定
」
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。
人
命
を
第
一
に
守
る

た
め
の
備
え
を
行
う
と
と
も
に
、

今
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
一
層
力
を

注
ぎ
、
災
害
が
起
き
て
も
、
住
み

続
け
た
い
ま
ち
“
し
も
だ

”
と
な

る
よ
う
な
都
市
づ
く
り
が
重
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幕
末
、「
第
１
の
黒
船
」

で
あ
る
米
国
ペ
リ
ー
提
督
率
い
る

黒
船
の
来
航
。
１
９
６
１
年
（
昭

和
36
年)

「
第
２
の
黒
船
」
で
あ
る

伊
豆
急
行
の
開
通
。
そ
し
て
「
第

３
の
黒
船
」
と
し
て
伊
豆
縦
貫
自

動
車
道
と
い
う
新
た
な
交
通
軸
の

整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。こ
の
「
第

３
の
黒
船
」
を
好
機
と
と
ら
え
、

予
想
さ
れ
る
大
規
模
地
震
や
津
波

等
へ
の
対
応
、
今
の
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
す
た
め
の
方
策
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
下
田
の
自
然
・
歴

史
・
文
化
が
観
光
資
源
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
暮
ら
す
人
に
と
っ

て
も
身
近
に
親
し
め
る
よ
う
な
地

域
づ
く
り
を
行
い
、
下
田
で
暮
ら

す
人
と
来
訪
者
と
の
交
流
に
よ
り
、

に
ぎ
わ
い
あ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う

な
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　

第
４
次
下
田
市
総
合
計
画
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
「
下

田
を
愛
す
る
、
市
民
を
始
め
と
す

る
幅
広
い
人
の
参
加
に
よ
り
、
本

市
の
持
つ
自
然
や
歴
史
、
文
化
を

活
用
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
誇

り
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
設
定
し

て
い
ま
す
。

　

本
計
画
に
お
い
て
は
、
下
田
市

の
都
市
づ
く
り
の
課
題
等
を
踏
ま

都
市
づ
く
り
の
基
本
目
標

①
働
く
場
所
や
暮
ら
す
場
所
が

　

安
定
し
た
頼
れ
る
ま
ち「
基
礎
」

③
市
民
が
誇
れ
る
、
交
流
人
口
が

　

増
え
る
ま
ち
「
魅
力
」

②
安
全
・
快
適
で

　

暮
ら
し
た
く
な
る
ま
ち「
機
能
」

④
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が

　

お
互
い
に
手
を

　

取
り
合
う
ま
ち
「
基
盤
」

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

都
市
計
画
法
第
18
条
の
２
第
１
項

に
基
づ
き
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

県
や
市
町
村
の
基
本
構
想
や
規

定
計
画
等
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、

将
来
に
行
う
個
別
の
計
画
に
際
し

て
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

下
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
、「
全
体
構
想
」
と
「
地
域

別
構
想
」
と
「
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
て
」
か

ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

個別の都市計画の推進
土地利用・都市施設・市街地開発事業・地区計画の決定、変更

凡例

　

本
市
で
は
、
平
成
28
年
３
月
に

「
下
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
こ
れ
か
ら
数
回
に
分
け
て

み
な
さ
ん
に
改
訂
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

「
将
来
ど
ん
な
ま
ち
を
目
指
す
の

か
」、「
ど
ん
な
こ
と
に
力
を
入
れ

て
い
く
の
か
」
と
い
っ
た
、
都
市

づ
く
り
の
基
本
方
向
を
明
ら
か
に

す
る
「
ま
ち
の
設
計
図
」
の
よ
う

な
計
画
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
設
計
図
を
作
る

に
当
た
っ
て
は
、
土
地
の
使
い
方

に
合
わ
せ
た
道
路
を
位
置
づ
け
た

り
、
地
域
の
環
境
に
合
わ
せ
た
都

市
施
設
を
配
置
し
た
り
と
、
都
市

を
つ
く
る
要
素
の
相
互
の
調
整
を

図
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
法
で
定
め
ら
れ
る
用

途
地
域
、
都
市
施
設
の
整
備
、
市

街
地
開
発
事
業
や
地
区
計
画
の
決

定
や
変
更
の
際
の
根
拠
と
な
る
も

の
で
す
。

　

下
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
、
平
成
12
年
３
月
に
初
め

て
策
定
、
そ
の
後
平
成
18
年
３
月

に
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
津
波
浸
水
想
定
区
域

が
公
表
さ
れ
た
中
で
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ま
た
、

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
の
実
現
が
具

体
化
し
た
な
か
で
の
活
用
に
向
け

た
方
策
を
検
討
す
る
た
め
、
改
訂

を
行
い
ま
し
た
。

下
田
市
都
市
計
画

下
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

改
訂
に
つ
い
て

改
訂
に
つ
い
て

下
田
市
都
市
計
画

下
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

改
訂
に
つ
い
て

改
訂
に
つ
い
て

下
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

改
訂
に
つ
い
て

都
市
計
画

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
？

① 

下
田
の
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　
　

設
計
図
と
な
り
ま
す

② 

都
市
に
関
係
す
る

　
　

要
素
間
の
調
整
を
図
り
ま
す

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
　
　
　

改
訂
の
目
的
は
？

③ 

個
別
の
都
市
計
画
の
決
定
・

　
　
　

変
更
の
指
針
と
な
り
ま
す

下
田
市
都
市
計
画

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
構
成

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
制
度

マスタープランを実現するための
取組手順と体制づくりを示します。

地域別構想編全体構想編

下田市全域を対象とした大まかな設計図です。

都市づくりの目標

人口フレーム

土地利用　　 交通

都市施設　　など・・・

６地域 ( おおむね旧町村単位 ) に区分し、地域ごとの詳細な方針を示した設計図です。

都市計画マスタープランの実現に向けて

稲梓地域

白浜地域

稲生沢地域

朝日地域

（県（県）下田松﨑線下田松﨑線（県）下田松﨑線

下田・本郷地域
浜崎地域

伊豆縦貫自動車道伊豆縦貫自動車道
( 河津下田道路）( 河津下田道路）

伊豆縦貫自動車道
( 河津下田道路）

（仮（仮）蓮台寺ＩＣ蓮台寺ＩＣ（仮）蓮台寺ＩＣ（県（県）下田南伊豆線下田南伊豆線（県）下田南伊豆線

国道 136 号国道 136 号国道 136 号
（仮（仮）敷根ＩＣ敷根ＩＣ（仮）敷根ＩＣ

（仮（仮）下田ＩＣ下田ＩＣ（仮）下田ＩＣ

（仮（仮）下田北ＩＣ下田北ＩＣ（仮）下田北ＩＣ
（県（県）河津下田線河津下田線（県）河津下田線

国道 135 号国道 135 号国道 135 号

〈用途地域区分〉

下
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

即
す

市の計画
地域防災計画、観光計画等

連携

関係部局との調整等
市及び県の関係部局等

連携

分野別計画
景観、農林業、環境、福祉等

連携

市町村の計画に関する
　　　　　　    基本構想
・下田市総合計画

・国土利用計画 ( 下田市計画）

即す

都市計画法
都市計画区域の整備、開発及

び保全の方針

即す

- ４ -広報しもだ　2016. ７月号

中心市街地 ( 住・商共存地区 )

にぎわい地区( 再開発地区計画地区 ) 

沿道サービスが充実した住宅地

利便性の高い住宅地

工業と共存する住宅地

稲生沢地域と浜崎地域から

下田･ 本郷地域に移動した範囲 住居系用途地域

工業系用途地域

商業系用途地域

主要道路

伊豆縦貫自動車道

鉄道


